
概 要：民間の高度な技術力を幅広く求めて、設計及び施工に反映させ、品質確保及びコスト削減を図る
ことを目的とした「総合評価方式を併用した技術提案価格交渉方式（複数者交渉タイプ）」という
新しい契約方式を採用した。

新たな契約方式の導入新たな契約方式の導入

民営化を機に発注ﾛｯﾄを拡大し工事の集約化が図られたため、経費を削減できた。
また、スペックの自由度を高めたため、民間会社の技術力、ノウハウの反映ができた。

コスト縮減額 技術交渉によるＲＣセグメント製作効率化
＝約1０,０００百万円 減

効 果

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」
【 施策名： (１)工事コストの低減 ⑧新たな契約制度】

コスト縮減前

・債務年度（最大4年）内の発注

・上記の発注規模に基づく工事内容

入札公告
↓

技術提案書の受領
↓

技術提案のヒアリング・技術交渉
↓

価格交渉参加者の選定
↓

詳細工事費内訳書の受領
↓

技術・価格交渉
↓

最終技術提案書の受領
↓

入札・開札
↓

契約

１
次
審
査

２
次
審
査

コスト縮減後

・債務年度（最大4年）の撤廃

・上記に伴う発注ロットの拡大
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